




























































































































































































































































































































































































































（Arts Abstracts, Historical Abstracts, MLA 
bibliography等)
教育学、社会科学 40％
（Education Full Text, ERIC, PsycInfo等）
科学、医療 76％
(BioMed, ACM Digital Library等)
情報専門家役割
長所、短所を理解、使用者に伝達
41
これからの使用者＝ネット世代
ネット世代ー 1980年初頭以降誕生
幼児期からコンピューター使用
特徴 ビジュアルラーナー（視覚的学習者）
文章＝補助的情報
重要視 質より即答性、便利さ、簡易性
Google＝包括的検索、リサーチの第一歩
自己検索能力の過剰評価
図書館 所蔵資料の価値認識
分離検索－
ＯＰＡＣ，データベース、科目別ガイド
時間、努力が必要
42
これからの図書館サービス
1.サーチエンジンの一括検索方法を導入
2.図書館内外全ての資料への直接アクセス
例：日本国内大学作成データベース数
2000以上（国立情報学研究所2005年）
広島大学ーデジタル郷土図書館
教科書コレクション
大阪大学ー西洋古版アジア地図
東北大学ー狩野文庫
海外貴重資料の存在認識Î時間と努力要
異なる検索画面使用技術
43
結論
情報環境の継続的な変化に伴う使用者要求
に対応するためには、
1.使用者を理解
コミュニケーション鍵
2.図書館、司書
「学習団体」となって
継続し知識向上に努めなければならない
44
General Library
45
Engineering Library
46
Engineering Library 2
47
Engineering Library 3
48
IC 1
49
IC 2
50
Enquiry desk
51
ASIAN DESK
